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総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・爪丸裕和・磯永優二
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・郡司掛八千代・平田精一・岡本清靖
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・梅丸晃・為藤直美・秋成英人・郡司掛八千代・黒江哲文
　　　　　　　　　・平田精一・鎌田晃二・尾澤満治・磯永優二
議会運営委員会　　◎尾澤満治〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

◎公営企業会計の経営改善の努力をするように。
産業建設委員会の申し入れ事項

◎デマンドタクシーの利用範囲の再考、及び交通弱者対策を講じること。
文教厚生委員会の申し入れ事項

◎住宅新築資金等貸付事業特別会計について、令和８年の国の方向性が出るときに、
国から起債分に対して必ず補填されるよう努力すること。

　　以上、申し入れました。

現在、行っている豊前市役所庁舎・議会棟耐震補強工事について、新型コ
ロナウイルス感染症の影響による資材遅延や施工計画等の変更により工
期の延長の必要が生じたため、工期を変更する議案が提出されました。

《変更前工期》令和2年6月4日から令和3年 3月31日まで
《変更後工期》令和2年6月4日から令和3年12月28日まで

総務委員会の申し入れ事項

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

第
１
回
定
例
会

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、全
会

一致
で
異
議
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
３
年
）

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
赤
熊

　
　
　
　
　
　
　
　

古
見　

悦
子

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
畠
中

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

泰
崇

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、２

月
16
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、市
長
よ
り
条
例

案
件
４
件
、当
初
予
算
10
件
、補
正

予
算
４
件
、そ
の
他
の
案
件
４
件
の

合
計
22
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、す
べ
て
原
案

ど
お
り
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

議
案
第
８
号
と
議
案
第
12
号
に
つい

て
、反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、補
正
予
算
２
件
が

追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。予
算
決

算
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、原
案
ど
お

り
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、市
長

よ
り
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、同
意

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
概
要

議案第５号 工事請負契約の締結についての議決内容の
一部変更について
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今年度は４月に市長選挙が
あるため骨格予算※1で成立!!

　３月定例会では、４・５日の予算決算委員会で「令和３年度一般会計当初予算」の審査を
行いました。また、９日の最終日に追加補正された「令和３年度一般会計補正予算」の審査を
行いました。委員会は、予算の細部にわたり市側に質問や指摘などを行い、慎重に審査を行
いました。

※１ 骨格予算とは：市長選挙の関係から政策的な判断ができにくい等の理由により、政策的経費の予算計上を避け、
　　　　　　　　 人件費等の必要最小限の経費を計上する予算のこと

令和３年度一般会計当初予算の概要

令和３年度一般会計補正予算の概要

【直近５ヵ年の本市一般会計当初予算の対前年度伸び率】

H29 H30 R1 R2

▲4.4％ ▲1.8％ ＋9.0% ▲0.5%

《一般会計当初予算》
　１１５億８，９１０万円　［対前年度▲７億7,680万円（▲6.3％）］

《一般会計補正予算》　１億７，５２８万５千円

《主な要因》
１．人件費（退職手当の増）
２．補助費等（豊前市外二町清掃施設組合負担金の増）
３．投資的経費（庁舎耐震改修事業、し尿等前処理施設整備事業の減）

＋1億1,730万円
＋2,945万円

▲9億1,430万円

《主な要因》
１．各事業費（新型コロナウイルス感染症対応に係る経費の増）
２．総務費（県知事選挙費の増）

＋1億6,801万7千円
＋7,268千円

一般会計予算
 総額117億6438万5千円

令和３年度

R3

▲6.3%
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第９回新型コロナウイルス対策特別委員会の経過報告

◎我々議員は市民から選ばれた立場であり、市長が虚偽の答弁をしたかどうかを明確にする義務がある。
また、署名捺印をした書類が残っており、これを違う人が計画を立てたみたいな報道がされることは、
断じてあってはならないと思う。
この議会で真実を明らかにする必要があるため、特別委員会の設置に賛成である。

◎議会で調査することはおかしいため、特別委員会の設置に反対である。

　特別委員会は、2月10日に開催され、市の執行部より、感染の現状、新型コロナウイルスワクチン接種、地方
創生臨時交付金事業（受付管理システム導入、子育て応援事業、コンビニ交付事業、斎場高機能換気機能付き
空調設備取替工事、キッチンカー補助金、生活応援券発行事業補助金、観光施設支援事業、豊前市感染防止対
策給付金、人材雇用支援事業、成人式ライブ配信）について説明がありました。
　ワクチン接種については、ワクチンの供給スケジュール等が決まれば、速やかに接種できるような体制を整え
ていきたいという説明でした。

　愛媛県の有志グループがプロジェクトチームを立ち上げ、全
国的に広がっている取り組みです。議員も「シトラスリボン」を
付けて、この取り組みに参加しています。
　新型コロナウイルス対策特別委員会から、豊前市もこの活動
を取り入れてほしいとの提案がありました。

「地方自治法第１００条の規定による市長の答弁虚偽疑惑に関する
調査特別委員会」の設置を求める動議は否決されました！！
　この動議は、令和２年第４回定例会・令和３年第１回定例会の一般質問（場外舟券売り場設置計画の件）
において、市長の答弁に虚偽疑惑があることから、特別委員会を設置し調査する必要があるとして、鎌田議員
から提出されました。
　採決の結果、可否同数となり、議長裁決により否決となりました。また、特別委員会の設置に対して賛成討
論と反対討論がありました。

【ワクチン接種の概要】

【賛成討論】

【反対討論】

『シトラスリボン』で新型コロナウイルスによる風評被害や差別・偏見をなくしていこう！！

・新型コロナウイルスワクチン接種推進担当　　　　　2名専任
・新型コロナウイルスワクチン接種作業チーム設置　　職員9名
・新型コロナウイルスワクチン接種
（優先順位）
１．医療従事者等
２．高齢者（６５歳以上）
３．基礎疾患を有する者（６５歳未満）
　高齢者施設等の従事者
　６０～６４歳の者
４．その他の者

（接種場所）
・原則 住民票所在地での接種
・集団接種　多目的文化交流センター
（接種の予約）
・コールセンターを開設し受け付ける
　※周辺1市3町と共同設置
（接種費用）
・無料
　ワクチンは2回接種（同じ製薬会社のもの）

三つの輪
「地域」「家庭」「職場(または学校)」を表現
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「○」 ……… 賛成
「●」 ……… 反対

「議長」 …… 議長職のため表決に参加しない
「除斥」 …… 議案に直接関係があるため表決に参加できない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

爪
丸
　
裕
和

磯
永
　
優
二

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和3年3月定例会　議案審議結果

012議
長○○○

○

○○○○○○○ ○原案
可決

原案
可決
原案
可決
原案
可決

原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

議　案
第1号

0議
長○○○○○○○○○ ○議　案

第2号

012

12

議
長○○○○○○○○○○○ ○豊前市道路占用料徴収条例の一部改正について

工事請負契約の締結についての議決内容の一部
変更について

令和２年度豊前市一般会計補正予算（第１０号）

令和３年度豊前市国民健康保険事業特別会計予算

豊前市職員の給与に関する条例及び豊前市会計
年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正について

豊前市観光施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正について

議　案
第3号

012議
長○○○

○

○

○○○○○○○○ ○豊前市営住宅管理条例及び豊前市定住促進住宅
の設置及び管理に関する条例の一部改正について

指定管理者の指定について（豊前市海業支援施
設）

議　案
第4号

012議
長○○○○○○○○○○○ ○議　案

第5号

012議
長○○○○○○○○○○○ ○

○

○

○

○

○

○

○

議　案
第6号

012議
長○○○○○○○○○○

原案
可決
原案
可決

原案
可決
原案
可決
原案
可決

議　案
第7号

012議
長○○○

○

111議
長○○○○○○○○●○原案

可決
豊前市第４次行財政改革推進プランの策定につい
て

辺地総合整備計画の変更について

議　案
第8号 ○

012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第9号 ○

012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
令和２年度豊前市一般会計補正予算（第１１号）議　案

第10号 ○

012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
令和２年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第４号）

議　案
第11号 ○

111議
長○○○○○○○○●○原案

可決
令和３年度豊前市一般会計予算議　案

第12号 ○

012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第13号

令和３年度豊前市バス事業特別会計予算 ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第17号

令和３年度豊前市水道事業会計予算 ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第18号

令和３年度豊前市公共下水道事業会計予算 ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第19号

令和３年度豊前市東部地区工業用水道事業会計予
算 ○ 012議

長○○○○○○○○○○原案
可決

議　案
第20号

令和２年度豊前市一般会計補正予算（第１２号） ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第21号

令和３年度豊前市一般会計補正予算（第１号） ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第22号

令和２年度豊前市一般会計補正予算（第１３号） ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第23号

令和３年度豊前市一般会計補正予算（第２号） ○ 012議
長○○○○○○○○○○原案

可決
議　案
第24号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて ○ 012議

長○○○○○○○○○○異議
なし

諮　問
第1号

地方自治法第１００条の規定による市長の答弁虚偽
疑惑に関する調査特別委員会の設置について ○ 76● ●●○○○●○●●●原案

否決

磯永優二議員の辞職の件について 011議
長
除
斥○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○○○○許可

○

○○○○○○○○ ○

令和３年度豊前市営駐車場事業特別会計予算

令和３年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会
計予算

令和３年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計予
算

議　案
第14号

012議
長○○○○○○○○○○○ ○議　案

第15号

012議
長○○○○○○○○○○○ ○議　案

第16号

議案
番号

議長
爪丸　裕和

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

  

① 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

  

② 

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
課
題

　
　
　

  

〜
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
題

  

③ 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求

　

   

め
て

  

④ 

生
活
環
境
に
係
わ
る
課
題

  

⑤ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
設
置
反
対
決

　

   

議
に
対
す
る
市
長
の
見
解

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

  

① 

定
年
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

　
   

で
高
齢
者
が
元
気
に
な
る

　
   

町
づ
く
り

  
② 
Ｓ
N
Ｓ
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
、

　

   
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
変
化
と
対
応

  

③ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な
町

　

   

づ
く
り

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

  

① 

野
遊
び
に
よ
る
地
方
創
生

  

② 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

  

③ 

交
通
弱
者
対
策

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り
取

り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実
際
の
や

り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す・ま
す
調
」

で
は
な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し

て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会

議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
議
員
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

生
活
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

梅
丸
議
員
　
豊
前
市
の
中
山

間
地
域
に
お
け
る
買
い
物
難

民
、
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る

市
民
の
方
々
へ
の
対
応
を
、ど

の
よ
う
に
し
て
支
え
て
い
く

の
か
、柔
軟
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
提
供
等
、市
民
の
足
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。２
０
２
５
年

問
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、団

塊
の
世
代
の
方
々
が
75
歳
以

上
と
な
っ
て
い
く
中
で
、
持
続

可
能
な
新
し
い
移
動
手
段
、地

域
で
支
え
合
う
生
活
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
。前
回
の

議
会
で
移
動
販
売
車
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
お
け
る
車
両
の

整
備
に
お
い
て
、補
助
金
の
仕

組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
が
、
非

常
に
良
い
取
り
組
み
と
感
じ

て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
や

買
い
物
難
民
対
策
と
し
て
、今

後
、
移
動
販
売
車
の
需
要
は

増
々
伸
び
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、
豊
前
市
内

の
商
い
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、

移
動
販
売
車
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
の
新
し
い
経
営
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
け
る
手
段

と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
り
一

層
の
後
押
し
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
す
る
。そ
し
て
、
こ
の
買

い
物
難
民
対
策
と
セ
ッ
ト
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
の
が
交

通
弱
者
対
策
で
あ
る
。各
自
治

会
が
高
齢
者
移
動
手
段
確
保

の
た
め
に
、地
域
づ
く
り
協
議

会
で
、運
営
の
取
り
組
み
を
検

討
し
て
頂
き
、行
政
が
車
両
や

保
険
、維
持
管
理
の
補
助
を
後

押
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
交
通
弱
者

問
題
は
全
国
的
な
課
題
で
あ

り
、
各
地
の
自
治
会
や
協
議
会

で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。豊
前
市
の
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
で
も
、交
通
弱
者
問

題
を
地
域
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
と
こ
ろ
が
複
数
あ

る
。市
と
し
て
は
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
、
各
地
域
づ
く
り

協
議
会
に
交
通
弱
者
対
策
に

つ
い
て
地
域
住
民
が
ど
の
よ
う

な
対
応
を
求
め
て
い
る
の
か
等

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
人
材
、
マ
ン

パ
ワ
ー
が
地
域
に
い
る
の
か
等

の
現
状
の
確
認
を
お
願
い
し
て

い
る
。そ
れ
ら
地
域
の
情
報
や

動
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
市

の
関
係
部
署
、
国
等
の
関
係
機

関
及
び
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
、
議
員
の
提
案
も
含
め
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
行

性
が
よ
り
高
い
も
の
に
な
る
か

検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
モ
デ

ル
地
区
等
を
選
定
し
検
証
実

験
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

梅
丸
議
員
　
市
バ
ス
の
経
営

状
況
を
見
る
と
、厳
し
い
数
字

で
あ
る
が
、交
通
手
段
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
る
。様
々
な
観
点
か
ら
交

通
弱
者
へ
の
移
動
手
段
を
検

討
し
、地
域
づ
く
り
協
議
会
で

話
を
揉
ん
で
頂
き
た
い
と
思

う
。

梅丸　晃
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ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
拡
充
を

村
上
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
医

療
機
関
の
医
療
検
査
の
充
実
、

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る

補
償
、
生
活
支
援
に
つ
い
て
、

豊
前
市
と
近
隣
自
治
体
に
お

け
る
感
染
状
況
を
伺
い
た
い
。

市
民
福
祉
部
長
　
１
月
28
日

現
在
、
京
築
地
域
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
は
、
２
６

５
人
確
認
さ
れ
て
い
る
。そ
の

う
ち
入
院
及
び
宿
泊
、自
宅
療

養
さ
れ
て
い
る
方
は
、37
人
で
、

そ
れ
以
外
の
方
は
、
退
院
及
び

療
養
が
終
了
し
て
い
る
。

村
上
議
員
　
豊
前
市
の
小
学

生
の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、対
応
と
そ
の
後
の
経
過

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長
　
文
科
省
の
学
校

に
お
け
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
い
、
濃
厚
接
触
者
全
員

を
出
席
停
止
と
し
、検
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
２
名
が
陽
性
と

判
明
し
た
た
め
、
在
席
の
学
級

を
閉
鎖
し
、
学
校
の
消
毒
作
業

や
保
護
者
へ
の
状
況
説
明
、
児

童
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
対
応
に

努
め
た
。

村
上
議
員
　
少
人
数
学
級
の

問
題
で
、12
月
議
会
で
質
問
し

た
が
、
そ
の
後
、
文
科
省
と
財

務
省
と
の
予
算
折
衝
の
中
で
、

小
学
校
全
学
年
の
35
人
学
級

が
５
年
か
け
て
の
実
施
で
決

ま
っ
た
。こ
れ
は
歴
史
的
な
転

換
、
そ
し
て
国
民
の
運
動
、
皆

で
勝
ち
取
っ
た
前
進
だ
と
言

え
る
が
、教
育
長
の
思
い
を
伺

い
た
い
。

教
育
長
　
明
ら
か
に
40
人
は

教
室
の
広
さ
か
ら
見
て
も
難

し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
国
も

そ
の
状
況
を
早
く
改
善
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
５
年
か
け

て
35
人
学
級
に
舵
を
切
っ
た
こ

と
は
大
い
に
評
価
す
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
。教
育
長
連
絡
協
議

会
等
も
目
標
は
30
人
学
級
を

目
指
し
て
、
粘
り
強
い
取
り
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

村
上
議
員
　
２
月
17
日
か
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全
国
的
に

始
ま
っ
た
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の

準
備
状
況
を
伺
い
た
い
。

市
民
福
祉
部
長
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

円
滑
に
行
う
た
め
、２
月
１
日

付
け
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当

職
員
２
名
を
配
置
し
た
。今
後

は
、
状
況
に
応
じ
て
会
計
任
用

職
員
等
の
配
置
を
行
う
。同
時

に
接
種
準
備
の
作
業
チ
ー
ム

を
発
足
し
た
。健
康
長
寿
推
進

課
４
名
、
総
務
課
３
名
、
市
民

課
１
名
、市
民
福
祉
部
長
１
名

の
９
名
チ
ー
ム
で
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
決

ま
れ
ば
、
速
や
か
に
接
種
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

村
上
議
員
　
日
本
共
産
党
が

一
貫
し
て
求
め
て
き
た
無
症

状
感
染
者
を
含
め
た
検
査
の

抜
本
的
拡
大
、医
療
機
関
の
減

収
補
填
、十
分
な
補
償
な
ど
の

対
策
の
基
本
的
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り

為
藤
議
員
　
豊
前
市
の
高
齢

化
率
は
36
・
45
％
で
と
て
も

高
い
。今
は
、
人
生
１
０
０
年

時
代
、定
年
は
60
歳
、年
金
支

給
は
65
歳
、
そ
れ
ま
で
は
再

任
用
で
勤
め
る
な
ど
働
き
方

は
様
々
で
あ
る
。高
齢
者
の

働
く
場
所
に
つ
い
て
、
お
伺
い

す
る
。

市
民
福
祉
部
長
　
身
近
な
所

で
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」が
あ
る
。ま
た
、
県
で
は

「
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
躍
し
た
い
方
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
定
年
後
の
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
で
は
、自
然
豊
か

な
豊
前
市
で
の
老
後
の
生
活
、

田
舎
暮
ら
し
で
自
給
自
足
、

庭
付
き
・
戸
建
て
の
空
き
家

活
用
な
ど
移
住
に
向
け
て
、自

然
を
生
か
し
た
市
の
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
す
る
。ま
た
、
高
齢
者

を
孤
独
に
し
な
い
よ
う
に
地

域
で
の
連
携
、人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
助
け
合
い
が
必
要

で
あ
る
。相
続
や
空
き
家
の
問

題
、年
金
や
終
活
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
相
談
で
き
る
窓
口
や
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
人
員
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、い
か
が
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
市
で
は
、家

族
や
ご
本
人
自
身
が
困
っ
た

と
き
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し

て「
豊
前
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
る
。専
門
の
職

員
が
医
療
や
介
護
、生
活
支
援

等
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
そ
う
い
っ
た
相

談
す
る
窓
口
が
あ
れ
ば
、多
く

の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。　　
　
　
　

　
次
に
、健
康
づ
く
り
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
作

成
し
、今
後
ど
う
取
り
組
む
の

か
、お
伺
い
す
る
。

市
民
福
祉
部
長
　
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
ト
レ
ー
ナ
ー
や
先

生
方
、歯
科
医
師
会
等
に
ご
協

力
頂
き
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
、
カ
ラ
ダ
を
動
か
す
ス
ト

レ
ッ
チ
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と

い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
。Ｄ

Ｖ
Ｄ
も
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い

て
、
公
民
館
や
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
配
布
し

健
康
教
室
で
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。動
画
を
見
な
が
ら
楽

し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
、
そ

の
内
容
を
ご
家
庭
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
復
習
す
る

こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
運
動
が

習
慣
化
す
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

為
藤
議
員
　
今
は
健
康
ア
プ

リ
な
ど
が
あ
る
。ア
プ
リ
の
導

入
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
デ
ー
タ
化
し
、

携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
た

り
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
簡
単
に
取

り
込
ん
だ
り
と
い
っ
た
こ
と

は
、考
え
て
い
な
い
の
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
福
岡
県
が

運
用
し
て
い
る
健
康
支
援
の
ア

プ
リ
は
、
健
康
づ
く
り
に
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
む
内
容
で

あ
る
。健
康
教
室
等
で
周
知
を

行
い
利
用
促
進
し
て
い
き
た

い
。Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
デ
ー
タ
化
や
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

為
藤
議
員
　
健
康
は
一
日
に

し
て
な
ら
ず
。習
慣
化
さ
れ
多

く
の
方
が
継
続
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
、市
民
の
健
康
づ

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
期
待
す
る
。

為藤　直美

村上　勝二
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【
質
問
項
目
】

（
磯
永
優
二
議
員
） 

 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

（
秋
成
英
人
議
員
）

 

② 

豊
前
市
の
情
報
発
信
と
収
集

 

③ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
進
捗
状
況
と
推

　  

進
の
取
組
み

 

④ 

市
税
の
決
済
方
法
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　  

レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
利
用

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑤ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

 

⑥ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ
の
取
組
み

※

　
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質

問
の
や
り
取
り
は
、
ご
く
一
部

で
す
。

※

　
文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
や
り
取
り
と
は
異
な

り
、「
で
す
・
ま
す
調
」
で
は

な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」
に

統
一
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
事
務
局
及
び

総
務
課
に
会
議
録
を
置
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。

『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

磯永　優二

福井　昌文

鎌田　晃二

平田　精一

黒江　哲文秋成　英人

最
大
限
努
力
し
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を

磯
永
議
員
　
こ
の
一
年
余
、

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
と
し
て
、豊
前
市
民
の

皆
様
方
に
充
分
な
協
力
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
に
後
悔
の

念
が
あ
る
。そ
こ
で
、お
尋

ね
す
る
。昨
日
の
プ
レ
ス
発

表
で
４
月
12
日
よ
り
全
国
一

斉
に
65
歳
以
上
、並
び
に
医

療
関
係
者
の
接
種
を
始
め

た
い
と
い
う
国
の
方
針
が
出

た
。１
市
３
町
の
豊
築
衛
生

協
議
会
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
い
う
が
、分

か
る
範
囲
で
答
弁
を
お
願
い

す
る
。

市
民
福
祉
部
長
　
豊
築
衛
生

協
議
会
で
業
者
の
選
定
、契

約
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
。コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
場
所
は
、築
上
町
役
場
の

築
城
支
所
を
予
定
し
て
お

り
、常
時
４
名
か
ら
５
名
程

度
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、未

定
の
部
分
が
多
い
が
、３
月

15
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の
平

日
の
予
約
受
付
と
い
う
こ
と

で
検
討
し
て
い
る
。ま
た
、予

約
方
法
等
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
予
約
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
よ
る
予

約
、電
話
で
予
約
が
で
き
る

よ
う
協
議
し
て
い
る
。

磯
永
議
員
　
交
通
弱
者
、お

年
寄
り
と
か
移
動
手
段
を
持

た
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
お
尋
ね
す
る
。

市
民
福
祉
部
長
　
４
月
以

降
、豊
前
市
多
目
的
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種
と

い
う
計
画
で
進
め
て
い
る
。当

然
移
動
手
段
の
な
い
交
通
弱

者
の
方
が
多
数
出
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。そ
こ
で
、市
バ

ス
の
臨
時
便
等
の
活
用
、タ
ク

シ
ー
代
の
助
成
等
が
出
来
な

い
か
と
検
討
し
て
い
る
。

磯
永
議
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
強
制
で
は
な
い
が
、感
染

防
止
の
た
め
に
も
、よ
り
多

く
の
人
の
接
種
が
必
要
だ
。

行
政
と
し
て
市
内
の
民
間
企

業
に
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
は
有
給
休
暇
に
な
る
よ

う
お
願
い
を
し
て
み
た
ら
如

何
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
基
本
、住

所
地
で
の
接
種
と
な
っ
て
い

る
。先
日
、テ
レ
ビ
で
も
報
道

さ
れ
て
い
た
が
、働
い
て
い
る

方
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

や
す
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り

は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
休
暇
と

か
、色
々
考
え
て
い
か
ね
ば

と
。私
ど
も
も
し
っ
か
り
情
報

を
把
握
し
取
り
組
み
た
い
と

思
う
。

磯
永
議
員
　
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
異
常
事

態
は
、１
年
以
上
続
こ
う
と

し
て
い
る
。豊
前
市
民
を
は

じ
め
、全
国
の
方
々
に
１
日

も
早
く
安
心
・
安
全
を
届
け

た
い
、そ
う
い
う
思
い
を
込

め
て
質
問
を
し
た
。執
行
部

そ
し
て
議
員
の
皆
さ
ん
、こ

の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め

に
、市
民
の
皆
様
と
、こ
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
、１

日
も
早
く
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍

が
昔
の
話
に
な
る
よ
う
、最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。そ
れ
を
お
願
い
し
、

議
員
と
し
て
最
後
の
質
問
と

す
る
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会
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素
早
い
情
報
発
信
と
収
集

秋
成
議
員
　
市
役
所
と
し

て
、市
民
に
対
す
る
情
報
発

信
と
情
報
収
集
の
在
り
方
に

つ
い
て
質
問
す
る
。ま
ず
、情

報
発
信
に
つ
い
て
、私
が
豊

前
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見

た
い
情
報
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

も
、そ
の
先
は
ご
指
定
の

ペ
ー
ジ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
と
い
う
表
示
が
出

た
。豊
前
市
の
制
度
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
と
検
索
し

て
も
、こ
の
検
索
精
度
で
は

情
報
に
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
更
新
、管
理
に

つ
い
て
は
誰
が
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
所
属
長
の
決
裁

で
担
当
課
が
掲
示
す
る
方
法

と
、総
合
政
策
課
が
情
報
収

集
し
て
作
成
し
、
各
課
の

チ
ェ
ッ
ク
後
、掲
示
す
る
方
法

が
あ
る
。

秋
成
議
員
　
職
員
が
一
番
市

政
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る

と
思
う
が
、情
報
と
い
う
の

は
あ
る
程
度
ス
ピ
ー
ド
感
が

必
要
で
あ
る
。市
民
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
で
あ
っ
て

も
、利
用
し
た
い
と
き
タ
イ

ム
リ
ー
に
情
報
が
手
に
入
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。職

員
の
皆
さ
ん
は
通
常
業
務
に

加
え
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更

新
に
ま
で
は
手
が
回
っ
て
い

な
い
の
で
は
と
感
じ
る
が
、

専
任
の
担
当
者
を
配
置
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
過
去
に
も
情
報

が
古
い
の
で
は
な
い
か
と
ご

指
摘
受
け
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。専
任
と
い
う
こ
と
だ

が
、ま
ず
連
携
し
て
、こ
う
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
再
度
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
適
正
な
更

新
管
理
と
情
報
提
供
を
指
導

し
た
い
。

秋
成
議
員
　
同
じ
こ
と
を
何

度
も
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

即
座
に
対
応
願
い
た
い
。　

　

次
に
情
報
収
集
に
つ
い
て

伺
う
。情
報
発
信
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、情
報
収
集
に
つ

い
て
も
効
果
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
。行
政
の
リ
ー
ダ
ー

が
一
人
で
行
う
に
は
限
界
が

あ
る
と
思
う
の
で
、副
市
長

と
い
う
政
治
的
、ま
た
行
政

マ
ン
で
は
な
し
得
な
い
情
報

収
集
や
折
衝
も
任
せ
ら
れ
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、や
は
り
苦

し
い
財
政
状
況
で
も
再
考
の

余
地
が
あ
る
よ
う
に
私
は
思

う
。例
え
ば
、昨
年
11
月
に

ZO
ZO
TO
W
N

の
前
澤
元
社

長
が
、今
年
納
付
予
定
の
ふ

る
さ
と
納
税
８
億
円
の
寄
附

先
を
探
す
ツ
イ
ー
ト
を
行

い
、上
毛
町
は
す
ぐ
さ
ま
手

を
挙
げ
た
よ
う
だ
。最
終
的

に
１
５
６
の
自
治
体
か
ら
提

案
が
あ
っ
た
と
し
て
、こ
の

全
て
の
自
治
体
に
各
５
０
０

万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

う
と
発
表
さ
れ
た
。常
日
頃

か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
情
報

収
集
を
怠
ら
ず
に
行
っ
て
い

た
結
果
で
あ
る
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
、情
報
収
集
・
発
信
を

専
門
に
行
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
配
置
す
べ
き
と
思
う
が

市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
前
澤
氏
情
報
は
あ
や

し
い
可
能
性
が
高
い
と
い
う

先
入
観
が
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。そ
こ
の
と
こ
ろ
を

見
極
め
る
力
、そ
れ
は
な
か

な
か
難
し
い
。こ
れ
か
ら
は
も

う
少
し
詰
め
て
対
応
し
て
い

こ
う
と
思
う
。

秋
成
議
員
　
今
後
ま
す
ま
す

情
報
戦
略
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

場
外
舟
券
売
り
場
の

誘
致
の
経
緯
の
真
相
解
明
を

鎌
田
議
員
　
平
成
20
年
12
月

議
会
で
多
重
債
務
の
質
問

を
し
た
。市
営
住
宅
家
賃
の

滞
納
や
市
税
の
滞
納
に
つ
い

て
、相
談
窓
口
に
た
ど
り
着

く
相
談
者
は
２
割
程
度
で

発
見
が
遅
れ
て
い
る
と
。豊

前
市
で
は
、パ
チ
ン
コ
店
が

２
店
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
外

舟
券
売
り
場
が
で
き
る
と

か
、で
き
な
い
と
か
。ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
は
、特
に
気
楽

に
毎
日
通
え
る
パ
チ
ン
コ
依

存
症
の
相
談
が
一
番
多
い
。

そ
こ
で
本
市
の
相
談
、対
応

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

市
民
福
祉
部
長
　
患
者
本
人

や
家
族
な
ど
か
ら
、相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
依

存
症
相
談
拠
点
で
あ
る
福
岡

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
、福
岡
県
京
築
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
の
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
に
つ
な
げ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
パ
チ
ン
コ
店
は

自
由
に
出
店
で
き
る
よ
う
で

あ
る
が
、場
外
舟
券
売
り
場

は
、国
土
交
通
大
臣
の
許
可

が
必
要
で
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
技
法
第
５
条
の
規
定
を

法
的
根
拠
と
し
て
、色
々
な

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。　

　

後
藤
市
長
が
日
本
財
団
に

宛
て
た
陳
情
書
が
あ
る
。「
幸

い
、開
設
の
本
構
想
に
つ
い

て
は
、計
画
地
の
近
隣
を
は

じ
め
、地
元
か
ら
も
現
在
熱

い
期
待
と
支
持
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。上
記
の
経
緯

に
つ
い
て
、御
理
解
を
い
た

だ
き
、場
外
舟
券
販
売
場
の

開
設
推
進
に
向
け
、ど
う
か

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
い

う
こ
と
で
市
長
の
サ
イ
ン
と

印
鑑
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
の

一
般
質
問
で
の
市
長
の
や
り

取
り
を
み
て
き
た
が
、ま
さ

か
市
長
が
日
本
財
団
に
陳
情

書
を
送
り
、場
外
舟
券
売
り

場
設
置
の
計
画
を
画
策
し
て

き
た
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
。そ
も
そ
も
こ
の
文

章
を
誰
が
作
っ
た
の
か
わ
か

ら
な
い
の
で
質
問
す
る
。

市
長
　
文
章
に
つ
い
て
は
、私

の
記
憶
で
は
議
長
で
あ
っ
た

磯
永
議
員
が
私
の
部
屋
に
そ

の
ペ
ー
パ
ー
を
も
っ
て
き
て
同

意
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
、サ
イ
ン
し
同
意

し
た
。こ
の
文
章
を
誰
が
書
い

た
か
、私
は
存
じ
上
げ
な
い
。

鎌
田
議
員
　
市
長
が
ど
う
し

て
も
あ
の
場
所
に
設
置
し
て

頂
き
た
い
。東
九
州
自
動
車

道
が
出
来
て
疲
弊
す
る
。ま

た
地
元
イ
ン
フ
ラ
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
市
長
か
ら
頭
を

下
げ
ら
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。今
の
話
が
、ど
ち
ら
が
本

当
の
こ
と
言
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、特
別
委
員

会
等
を
作
っ
て
検
証
し
て
い

く
し
か
な
い
と
思
う
。そ
れ

で
、こ
の
文
章
に
公
印
が
押

し
て
あ
る
が
、市
長
。

市
長
　
私
は
、同
意
し
て
、職

員
に
印
鑑
を
押
す
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
、そ
う
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
う
。先
ほ
ど
の
話

だ
が
、私
が
懇
願
し
た
よ
う

な
話
で
あ
る
が
、全
く
覚
え

が
な
い
。

鎌
田
議
員
　
前
代
未
聞
の
展

開
に
な
っ
て
き
た
。陳
情
の

文
章
を
誰
が
作
っ
た
か
も
分

か
ら
な
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
豊
前
市
民
に
配
信
さ
れ

た
。市
民
は
、こ
の
ま
ま
う
や

む
や
に
す
る
こ
と
は
許
さ
な

い
と
思
う
。こ
こ
は
議
員
全

員
の
力
で
真
相
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
。



●編集　編集委員会
　　　　委員長：梅丸晃
　　　　副委員長：為藤直美
　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
●印刷　築上印刷有限会社

　市民の皆様、依然厳しいコロナ禍の中、いかがお過ごしでしょうか。
　飲食業をはじめ各種業者の皆様方には、特に大変な状況が続いていますが、
豊前市議会としましては、できる限りの支援策を今後も引き続き提案していき
たいと強く決意しております。さて、この議会だよりの編集後記の原稿を書い
ているのは3月中旬で、議会だよりが発行される５月には、４月11日執行の豊
前市長選で当選されました市長が就任されています。
　豊前市の輝かしい未来を創るため、豊前市議会としましても市執行部と共
に汗を流し、頑張っていく決意でありますので、市民の皆様には、今までと変
わらぬご協力を、そしてお身体にご自愛くださいますようよろしくお願い申し上
げます。

秋成　英人

６月です
次回の定例市議会は編集後記

新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡
大防止のため、傍聴につきましては、当面の間、
自粛いただきますようお願いいたします。
詳しくは議会事務局へお問合せください。
本会議については、インターネット中継をして
おります。

磯永議員が令和3年3月10日付で辞職

　議員の辞職に伴い、欠員が生じたため、
令和３年４月１１日に豊前市議会議員補
欠選挙（被選挙数１）がありました。
　開票結果は、以下のとおりです。

　当選　7,750票  内丸 伸一

※投票率70.81％・有権者数20,766人
　（豊前市選挙管理委員会最終発表）

　豊前たばこ販売協同組合から爪丸議長あてに「地方た
ばこ税を活用した分煙環境整備に関する要望書」が提出
されました。
（要望内容）
１．貴自治体において、行政の責務として、公共喫煙場所
の増設、維持を積極的に進めることを強く求めます。

２．公共喫煙場所の整備に際して、地方たばこ税の一部を
活用した喫煙所の設置を強く求めます。

３．国に対し、貴自治体として、地方たばこ税を公共喫煙
場所整備に活用できる全国的な制度の整備を要望し
ていただくことを強く求めます。

　磯永議員は、市職員としての経験を活かし、退職後、
平成８年に初当選。以来、７期22年にわたり市議会
議員として活躍されました。市議会議長（８年間）や
新型コロナウイルス対策特別委員長などの要職を歴
任し、円滑な議会運営を図ってこられました。
　さらに、京築広域市町村圏事務組合議会議長や豊
前市外二町清掃施設組合議長や京築地区水道企業
団議員等を務め、京築や豊前築上の広域行政に対し
ても真摯に取り組み、市政発展に尽力されました。

豊前たばこ販売協同組合からの要望書 市議会議員
補欠選挙の結果

10●この広報誌は資源保護のため再生紙を使用しています。豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）

豊前市議会


